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論文審査の結果の要旨 
 下出崇輝氏（毛呂山キャンパス精神医学）の学位審査委員会は、2019 年 2 月 25 日に毛呂山キ
ャンパス本部棟 1 階会議室で審査委員全員が出席して開催された。 
 初めに、申請者の履歴、倫理審査等について確認を行った後、申請者による発表が行われた。 
 
 本論文は、Attention deficit hyperactivity disorder (ADHD) の病態仮説として考えられている、
デフォルトモードネットワーク（DMN）障害において、DMN の活性化／抑制を要するワーキン
グメモリー（WM）課題および自己参照（SR）課題遂行中の事象関連α帯域パワーが、両課題間
で乖離するかどうかを、健常被検者で検討したものであり、臨床神経生理学に受理されたもので
ある。 
 
 以下の質疑応答があった。 
1. 被検者の年齢が狭い範囲にあるが、もっと広い範囲でデータを集める必要があるのではない
か？→反応時間、正答率等が年齢で異なる可能性があり、その通りと考える。実際に成人の
ADHD で診断で困難が生じるのがこのような年齢であるのでまずこの年齢から始めた。今後
年齢範囲を広げていきたい。 
2. SR 課題で初めの提示（S1）を無視するのは難しいのではないか？→検査時に無視の徹底をお
願いした。 
3. Go 時にはクリックして、NoGo 時にクリックしないのは、運動の有無を生じてしまうのではな
いか？ 2 つボタンを用意する方法もあるのではないか？→検討すべき課題と考えるが、なる
べく単純な操作になるように考えてデザインした。 
4. 課題遂行中にてんかん発作が起こった例はなかったか？→なかった。 
5. SR 課題では、反復して試行すると課題の形容動詞と自己との関係を覚えてしまい WM 課題に
近くなってしまうのではないか？ 反応時間も試行の始めと終わりでは変化するのではない
か？→その可能性はあり、被検者には毎回自己を振り返るように要請した。今後の検討課題と
考える。 
6. 課題の提示を 2 秒ごとに設定した根拠は何か？→注意の切り替えを見るのに適当な時間、疲労
やアーチファクトの混入が大きくならない時間、と考え設定した。 
7. 例数がもっと必要であろう。→今後の課題と考える。 
8. 空間パターンの色表示は分かりやすくてよい。 
9. ADHD の患者さんでは注意を要し長時間（110 分）にわたる課題遂行は難しいのではないか？ 
症状が顕著でない例で明らかになるような方法ができるとよい。→症状が顕著な場合は診断は
困難ではない。症状が顕著でない成人例で有効な検査の確立を目標としている。 
10. 本研究の結果からこの方法が ADHD の診断に役立つ可能性があるというのは少し言い過ぎ
ではないか？→確かにそこまでは言えない。 
 
 
 プレゼンテーションはよく準備され、方法等の細部にわたっての十分な理解をもって行われ、
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分かりやすかった。申請者は、質問・コメントに対して十分な知識をもって的確にかつ誠実に対
応した。研究結果は症状が顕著でない ADHD の診断の指標として注意切換えの検査が有用である
可能性を示したものとして評価され、審査委員全員一致で適格と判定された。 
 
